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■プロフィール

• １９６８年、熊本市生まれ
•熊本大学理学部生物学科卒（卒論のテーマは魚の筋肉の研究）
• １９９０年、熊本日日新聞入社
•八代支社、政経部、南関支局・・・
• ２００４年９月から２００８年２月までの３年半、水俣病を担当
•連載「水俣病50年」で２００７年の日本ジャーナリスト会議大賞受賞

•岩波新書より「水俣から、未来へ」出版
•文化生活部で環境問題担当
•天草総局長、社会部デスク、東京支社編集部長・・・
•現在は地域報道本部地方都市圏担当部長兼論説委員



■水俣病を担当した３年半は・・・

2004年10月 関西訴訟最高裁判決

2005年06月 新潟水俣病40年

08月 熊本学園大が「水俣学現地研究センター」開設

10月 水俣病不知火患者会が提訴

2006年05月 水俣病公式確認50年

2007年03月 緒方正実さん水俣病認定

09月 連載「水俣病50年」が日本ジャーナリスト会議大賞を受賞

10月 水俣病被害者互助会が提訴

2008年01月 溝口訴訟熊本地裁判決



■認定申請者の激増

•関西訴訟最高裁判決で、行政と司法の「二重基準」
•認定基準の誤りが正され、行政認定されやすくなるという期待
•認定申請者が激増（「水俣病出水の会」などの掘り起こし）
•認定審査会が「空白状態」に
•公的な検診体制も整わず
• 「水俣病芦北の会」「水俣病不知火患者会」など新たな団体が発足

※環境省やチッソと「自主交渉」する団体

※認定を求めて提訴する団体



2005年3月1日 2005年4月23日



■国・県の動き
•県が独自の対策をまとめる（2004年11月）

※「療養費」の支給、不知火海沿岸の健康調査など盛り込む

• 「水俣病問題に係る懇談会」を小池百合子環境相が私的に設置
（2005年5月）

•環境省が「新対策」をスタート（2005年6月）

• しかし、認定基準の見直しはせず
•与党から1995年に続く「第二の政治決着」の動き
※被害者団体→受諾か、訴訟か

※一時金の額が焦点に

※チッソが拒否するという場面も

※結果的に2009年の水俣病特措法につながる



2004年11月12日

2005年5月12日

2005年5月23日



■緒方正実さんの患者認定

•行政不服審査請求の県が棄却理由を説明した文書に、視野の変動
要因として「人格」と記載していたことが判明（2006年8月）

•不服審査会が、県の棄却処分を取り消し、認定手続きのやり直しを
命じる（2006年11月）

•知事職権での認定を要請
•認定審査会がようやく再開し、知事が患者認定（2007年3月）



2006年8月15日

2006年11月28日

2007年3月11日



■関西訴訟勝訴原告の交渉

•原告の坂本美代子さんと遺族の小笹恵さん
•患者認定を求めて知事と面会。前向きな回答が得られなかったため
県庁前で座り込む（2007年6月）

•坂本さんは後に患者認定
• ところが、チッソは補償協定の締結を拒否



2005年6月22日

2007年6月11日

2009年10月8日



■連載「水俣病５０年」

• 2006年1月にスタート

•公式確認51年の2007年まで13部で計112回

•中心となったのはルポ「不知火海を歩く」
•鹿児島編、芦北編、御所浦編、水俣編
•獅子島に１週間泊まり込み、出水の会事務所に居候
•記者として、釣り人として・・・
•現場を自分で歩いて話を聞くという記者の原点に立ち返る
•ルポの書き方を身に付ける



2006年6月26日

2006年6月29日

2007年10月22日



■環境担当記者として

• 3年半の水俣病担当から、文化生活部の環境問題・科学担当へ
• 「公害」と「環境問題」
•環境ホルモン、地球温暖化、生物多様性･･･
•大学で学んだ生物学の知識と、水俣病担当時代の経験の融合
•水俣病と相似形

※原爆症認定、カネミ油症、トンネルじん肺･･･

※原発事故、沖縄の米軍基地、プラごみの海洋汚染

•熊本学園大の取材対象の軸足は原田先生から宮北先生に



2009年4月15日



2010年12月29日



■原田正純先生の言葉

• 「水俣病事件は、私たちの生きざまや社会の在りようを映し出す鏡」
• その鏡は、多面体
•見る角度次第で、さまざまなものを映し出す

• 「水俣病という鏡」で「環境問題」を見る
• 「水俣病という鏡」で、さまざまな取材テーマを見る
•水俣病の中から見るか、水俣病を知る者として外から見るか



■水俣病取材が教えてくれたこと

•担当記者として、知識が足りないという引け目
（取材相手に対しても、熊日の先輩記者に対しても）

• 「リアルに体験した人にはかなわない」というコンプレックス
•川本輝夫さんと会ったことがない私→尾上利夫さんらとの関係

•移り変わる登場人物→「今」のことなら負けない

•詳しくなければ、水俣病に関わること、語ることはできないのか？
•無知な記者にも優しく、何でも教えてくれた原田先生
•見てしまった者の責任の一端
•学問の垣根を越える「水俣学」→「知らない人に知ってもらう」


